
垂
水
市
に
愛

垂
水
市
に
愛
を
込
め
て

を
込
め
て

【お問い合わせ先】
企画政策課
政策推進係
☎ 0994 -32-1111 
　（ 内 線 2 4 5 ）

特集！
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special 版

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

垂
水
市
に
初
め
て
や
っ
て
き
て
、

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

　
本
市
で
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
外

国
人
と
、
地
域
住
民
と
の
橋
渡
し
を
行
い
、

対
等
な
立
場
で
共
に
生
き
て
い
く
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し
て
、

令
和
６
年
度
か
ら
、
垂
水
市
多
文
化
共
生

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
２
人

配
置
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
初
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
な
り
ま
す
。

　
本
誌
で
連
載
す
る
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
レ
ポ
」
で
ご
紹
介
し
て
き
た
通
り
、
同

隊
は
こ
の
１
年
間
、
様
々
な
場
所
で
活
躍

さ
れ
、
本
市
の
活
性
化
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
特
集
で
は
、
改
め
て
、
同
隊
が
活
動

し
て
き
た
１
年
間
の
内
容
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
同
隊
員
や
、
活
動
に
関
わ
っ

て
き
た
本
市
在
住
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
お

い
て
、
地
域
外
の
人
材
を
自
治
体
が
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
最
長
３
年
間
の
任
務
期
間
中
に
地
域
協
力
活
動
を

行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
目
指

す
取
組
み
で
す
。

垂
水
市
在
住
の
外
国
人
は

何
人
い
る
の
？

　
令
和
７
年
３
月
31
日
（
現
在
）
で
、

　
４
８
７
人
の
外
国
人
の
方
が
在
住

　
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
外
国
人
の
方

　
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら

　
れ
、
同
隊
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

QQＡＡ

0101

あ
な
た
は
し
っ
ち
ょ
っ
け
？

Ｄ
ｏ　
ｙ
ｏ
ｕ　

ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
？

▲ 日本語教室の生徒さん４人と、地域おこし協力隊員の髙櫻さんと岡田さん
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（各年３月末時点）

（人） 垂水市外国人人口の推移

280280人人
237237人人

334334人人

432432人人

487 人

隊員／岡田 径
み ち こ

子さん

隊員／髙櫻 健
けんいち

一さん
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Activities for the safety 
and security for foreigners

0202 活動を報告すっど！
Activity Report

11..
　やさしい日本語の習得のために行うもので
す。日本語習得レベルや事業所の勤務時間等
を勘案のうえ、数回に分け実施しています。

■ 授業内容
　令和６年５月から始まった、日本語の文法、
文字、日常的に使う会話などが学べる教室です。

■ 令和６年度実施報告 【全 68 回開催】
① 毎週火曜日に 18 時 から 20 時まで、垂水市市
　 民館で実施。
② 毎週木曜日に 18 時から 19 時まで、19 時から
　 20 時までオンライン形式で実施。
③ 毎週金曜日、個別に依頼のあった事業所にて実施。
　（事業所勤務時間終了後）

日本語教室

予約制になっていますので、垂水市役所企画政策課
政策推進係までお気軽にお電話ください！
☎ 0994-32-1111（内線 245）

日本語教室に参加したい方

　外国人と地域住民との交流を深める
ためのイベントや、外国人だけでなく、
地域の皆さんにも楽しんでいただける
数々のイベントを企画しています。ま
た、既存のイベントにも参加し、地域
を盛り上げる一翼を担っています。

■ 外国人と地域住民との交流イベント
　 クリスマスイベント／日本文化体験イベン
　 ト／たるみずふれあいフェスタへの出演／
　 地区公民館での行事への参加（餅つき等）等

■ 外国人相互の交流を目的としたイベント
　 日本語教室受講生の交流イベント　等

■ 地域住民を対象としたイベント
　 アロマをテーマとしたイベント、「おか
　 たづけ」をテーマとしたイベント　等

Social event交流イベント

▲ 岡田さんが制作した歴代のイベント告知等のポスターたち

　垂水市で暮らす中で、外国人の方が抱える
悩みや相談、自転車を多く使用する外国人
の方へメンテナンススペースを設置する等、
様々な面でのサポートを行っています。

■ 主な活動内容
① SNS を活用した常時の悩みや相談を受付。
② ゴミ出しについての支援（張り紙の掲示等）。
③ 不要な洋服等を希望する外国人へ配布。
④ＦＭラジオへ外国人の方と一緒に出演。
⑤広報誌での活動紹介。

❶ ❷ ❸ 日本語教室が始まった頃の授業の様子

1

2 3
❶ 新春茶会／❷ おかたづけセミナー／❸ ふれあいもちつき大会（牛根地区）

1

2 3

Japanese Language
Class

2.

❶ SNS での相談／❷ 張り紙作成／❸ 自転車のメンテナンススペースを設置

1

2

3

説明文は説明文は
日本語・英語日本語・英語

対応！対応！

4.5. Network building

ネットワークの構築

　連携を図るための関係
づくりをしています。

■ 主な活動内容
① SNS（Facebook）による
　 外国人用のネットワーク
　 を構築。
② 外国人を雇用する事業所
　 間のネットワーク構築に
　 ついて呼びかけ。逐次増
　 加に向け働きかける予定。

外国人の安心安全の
ための活動

　外国人の方が災害時等
に安心安全に過ごせるよ
う取り組んでいます。

■ 主な活動内容
① 4.のネットワークを活用
　 した災害情報等の発信。
② 垂水市総務課との連携。
　 （避難訓練への参加等）
③ 転入時の防災アプリ紹介。

地域おこし協力隊の多文化共生まちづくりコーディネーター
が行ってきた活動について、大きく 5 つに分けてご紹介します。33..

共生社会に向けた活動
In i t iat ives for  a 
harmonious society

『『SSaaffeettyy ttiippss』』
災災害害（（ささいいががいい））ののととききににややくくににたたつつアアププリリ
地震（じしん）・台風（たいふう）・つよいあめ

安安心心（（ああんんししんん））ししてて日日本本（（ににほほんん））でですすごごせせるるよよううにに、、災災害害（（ささいいががいい））ののととききにに
おおししららせせししててくくれれるるアアププリリでですす。。
どどんんなな災災害害（（ささいいががいい））ががあありり、、ににげげるる場場所所（（ばばししょょ））ななどど、、必必要要（（ひひつつよようう））なな情情
報報（（じじょょううほほうう））ががわわかかりりまますす。。
ススママーートトフフォォンンにに登登録録（（ととううろろくく））ししてておおききままししょょうう。。

1155のの国国（（くくにに））ののここととばばででおおししららせせししまますす。。

(さくせい/たるみずしやくしょ きかくせいさくか せいさくすいしんかかり）

作成/垂水市役所 企画政策課 政策推進係
📞📞0994-32-1143

(いんよう/こくどこうつうしょうかんこうちょう）

引用/国土交通省観光庁

AndroidiPhone

※おかねはいりません

つうじょうじ
通常時

じしんはっせい
地震発生

とるべきこうどう
取るべき行動

▲ 外国人の方へ配布し
　 ている紹介チラシ。

▲ 事業者の方へ配布し
　 ている紹介チラシ。
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0303 隊員たちに話しを聞いてみっど！
Interview with a team member

ー
令
和
６
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ

て
み
て
、
い
か
が
で
し
た
か
？

髙
櫻　

ま
ず
、
市
の
職
員
の
方
を
は

じ
め
、
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
何
も
か
も
手

探
り
で
始
ま
っ
た
１
年
で
し
た
が
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
や
、
外
国
人
の
方

も
一
緒
に
楽
し
め
る
機
会
を
提
案
・
提

供
し
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
地

域
の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
実
際
１
年
間

を
過
ご
し
て
、
メ
イ
ン
で
活
動
し
て
い

る
日
本
語
教
室
だ
け
で
な
く
、
生
活
で

困
っ
て
い
る
悩
み
や
、
災
害
時
等
の
不

安
な
時
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
グ
ル
ー
プ
で
分

か
り
や
す
く
状
況
を
説
明
し
た
り
、
声

を
か
け
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
地
域
の
方
の
紹
介
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
方
と
繋
が
っ
て
、
垂
水
市
の
こ

と
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
も
外
国
人
の
方
と
一
緒
に

参
加
し
た
り
し
て
、
と
て
も
良
い
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ー
日
本
語
教
室
の
講
師
と
し
て
の

１
年
は
い
か
が
で
し
た
か
？

髙
櫻　
試
行
錯
誤
で
し
た
。
当
初
は
、

日
本
語
の
能
力
に
関
係
な
く
、
同
じ

授
業
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
求
め
る
授
業
内
容
も
分
か
っ

て
き
た
の
で
、
多
少
ニ
ー
ズ
に
答
え

ら
れ
る
授
業
に
な
っ
て
き
た
か
と
思

い
ま
す
。
今
は
、
求
め
る
ニ
ー
ズ
毎

に
教
材
を
変
え
る
な
ど
、
工
夫
に
努

め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
宿
題
も
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
日
本
語
の
能

力
が
少
し
ず
つ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室

は
、
ほ
か
の
勤
め
先
の
方
と
も
交
流

を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
て
、４
月

は
一
部
の
生
徒
た
ち
が
、
お
花
見
を

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ー
今
後
の
意
気
込
み
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

髙
櫻　
１
年
を
通
し
て
、
自
分
が
や

る
べ
き
活
動
の
方
向
性
が
明
確
化
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
本
市
在
住
の
外

国
人
の
方
と
、
も
っ
と
自
分
が
関
わ

り
、
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
日
本
語
教
室

も
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
来
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
移
住
し
て
、

学
び
、
知
っ
た
本
市
の
魅
力
を
、
外

国
人
の
方
、
地
域
の
方
、
市
外
の
方

に
も
発
信
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ

る
、
皆
さ
ん
の
橋
渡
し
に
な
れ
る
よ

う
、
２
年
目
も
頑
張
り
ま
す
！

ー
令
和
６
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ

て
み
て
、
い
か
が
で
し
た
か
？

岡
田　

活
動
前
か
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
が
あ
り
、

元
々
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
、
や
り
た
い

こ
と
を
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
過
去
の
イ

ベ
ン
ト
の
集
客
情
報
や
統
計
等
の
デ
ー

タ
が
な
か
っ
た
の
で
、
最
初
の
手
探
り

が
大
変
で
し
た
。
本
市
で
ど
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
の
が
良
い
の
か

分
か
ら
ず
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
だ
け
で

も
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
思
い
、
自
分

が
使
っ
て
い
る
「
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
」
を

使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
同
様
な
セ
ミ
ナ
ー
形
式
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ

ト
等
の
集
客
の
多
い
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
ま
し
た
。

ー
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
す

る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

岡
田　

交
流
と
は
い
え
、
色
々
な
方

を
対
象
に
何
か
し
よ
う
と
い
う
感
覚

は
最
初
か
ら
持
た
な
い
よ
う
に
し
て
、

自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
係
な
く
、

皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
集
え
る
場
所
を

作
る
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
い
こ
と
で

も
、
何
か
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
が
楽
し
い
の

で
！
実
際
に
参
加
さ
れ
た
方
に
は
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
、
開
催
し
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
外
国

人
の
方
の
参
加
が
少
な
い
点
が
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
外
国
人
の

方
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て

も
ら
え
る
き
っ
か
け
や
、
国
籍
に
関

係
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

や
す
い
、
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ー
今
後
の
意
気
込
み
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

岡
田　

今
後
は
セ
ミ
ナ
ー
形
式
よ
り

も
、
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
色
々

な
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
各
地
区

ご
と
に
小
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
た
り
、
元
々
行
わ
れ
て
い
る
地
元

の
イ
ベ
ン
ト
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
隊

は
任
期
が
３
年
で
す
。
単
発
の
も
の

よ
り
、
本
来
あ
る
地
元
の
活
動
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
で
、
参
加
者
増
加
、

次
回
開
催
へ
の
資
金
確
保
、
イ
ベ
ン

ト
継
続
に
も
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

地域おこし協力隊の髙櫻さんと岡田さんに、これまでの活動についての感想を伺いま

した。また、同隊員たちに関わってきた本市在住の方へ印象等について聞いてみました。
member

01.
member
02.

Profile ／ 岡田 径
み ち こ

子さん

□ 主な仕事担当

　 ／交流イベント　等

□ 隊員就任月／令和６年７月

□ 出身／東京都

□ 趣味／垂水市の面白い所

　　　　（観光資源）を探す！

□ 垂水市のココが好き！

　 温泉と、桜島が見えること。

Profile ／ 髙櫻 健
け ん い ち

一さん

□ 主な仕事担当

　 ／日本語教室　等

□ 隊員就任月／令和６年４月

□ 出身／東京都

□ 趣味／お菓子作り

□ 垂水市のココが好き！

　 日本人、外国人問わず素敵

　 な方々に出会えること。

関わった地域の方の声／ No.02

　私が管理する旧有馬邸で、岡田さんが企画した主催イベントを開催したり、私

たちが開催するイベントのお手伝い等もしてもらいました。同隊主催のイベント

は、私も知らなかった人と出会うきっかけや、隊員の全力で取組む姿勢が良い刺

激になっています。市外から来た方だからこそ、私たちが気づかない垂水市の魅

力を教えてくれます。今後も、垂水市に新しい波を起こすことを期待しています！

川﨑 あさ子さん（田神在住）

関わった地域の方の声／ No.01

　私たちは日本語教室で初めて隊員の方に出会いました。講師の髙櫻先生は生

活で使う言葉を分かりやすく教えてくれて、たくさん学ぶことができています。

先生方が参加する垂水市の街歩きイベントも数回参加していて、素敵な景色や

知らない場所も知れて、とても楽しいです！また参加したいです。

小規模多機能ホームほほえみで働く
❶ピューさん、❷トウェさん（ミャンマー出身）

座右の銘

ＯＫＡＤＡ
ＭＩＣＨＩＫＯ

ＴＡＫＡＺＡＫＵＲＡ
ＫＥＮＩＣＨＩ

座右の銘

❶ ❷
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